
′

.|

〆

聰

酵

半熙

ｉ
ｌ

ｌ
Ｊ

還′嘱

ヨ

ノ́
イ

と
の
楽
し
い
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
町
内
の
中
。高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
元
の
婦
人
会
。若
者
た
ち
な
ど
で
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た

「ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
は
大
に
ぎ
わ
い
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

●

大 も 毎  ま 変
人

｀
年 バ し え lo

月
・０
日

（日
）
、
昨
年
ま
で
の

「ふ
く
し
ま
つ
り
」
か
ら
名
前
を

た

「ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
が
立
正
福
社
会
高
森
寮
で
開
催
さ
れ

た
。

ザ
ー

コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
、
遊
具

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

多
彩
な
楽
し
い
企
画
で
好
評
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、

ス
テ
ー
ジ
上
で

ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
や
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

か
ら
子
ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
、
入
寮
者

の
皆
さ
ん

ガ 1"
大 塚 史崇さん

高森・下町 26歳
●お仕事

大塚商店で働いていま

す。

●趣味

イベン ト。スポーツ全

般。 (ヘ タの横好き)

●一番やりたいこと

イベント。4・ 6・ 3の

ダブルプレー。

●理想のタイプ

あいさつのできる女性。

●

高森町の人口の動き
世帯数/2,671戸 (-1)
男:3,640人 (-5)/女 :3,966人 (-7)
総 数/7,606人 (-12)
(平成16年 9月 30日 現在)

目圏 匿三璽 鶴 翼雷ビ讐
=書

目署目E団目鯉機鯉風闘鷹藤I轟ヨ覇I翻口圏ロ

ン れあいフェスタIN高森寮は、「誰もが気軽に参加でき
″D｀ るボランティアの場」として、 障害を持つ人、 持たない

人、子どもからお年寄りまでが参加し大盛況でした。

福祉のまちを実現するためには、行政による福祉サービス

の提供だけでは不可能です。そのためには、こういつたボラ

ンティア活動に地域または一人ひとりが積極的に参加するこ

とが必要ではないでしょうか。

長続きが難しいボランティア活動が、ふれあいフェスタ IN

高森寮をきっかけとしてずっと引き続いてほしいものです。

町マスコット
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〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l  FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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父 甲斐 誠一さん

母   ゆかりさん
(高森・冬野)

1歳

海空くん
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■

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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どぎゃん会/懸
9:30～
マタニテ ィ料理

教室/白
10:00^ウ

暉Ⅷ
万年青会/上

10:00^ν

′ヽ
.イ:

Jヽ'

■
日
Ｅ

湧水トンネル

クリスマスファン

タジー (～ 12月

31日 )

11/ポ
心配ごと相談/英
13:00～ 15:00
防火パ レー ド
10:00^マ

釉滉
非常呼集訓
6:05^ν
体育協会チャリ

ティゴルフ

役場支払 日

| =

高森温泉館休館日

/温
心配ごと相談/芙
10:00^‐ 12:00
年末調整等説 明
会/林
10:00～ 12:00

■    ‐‐|
■ __●

心配ごと相談/基
10:00～ 12:00

ヽ
日
′

ｒ
ヽ

つ
』

年金相談/林
10100～ 15:00

27熙霧
阿蘇山一周駅伝 機能訓練あゆみ

会/温
13:30～

う木
轟 Θ

役場支払日

12/

1才 6か 月児健

診/林
13:30～

∠
「贔骰

役場支払 日 万年青会/上
10:00～

林
13:30～

４
１
■

４

・
１
■

予
針

T akarnori alendar たかもリカレングー  ■10月 10日 ～11月 13日

言言黒雷健センター車咆珀;ター
基 ・基幹集落センター ＞

コ

０
中〓
０
〓
∩

ヨ
０
０
中

▲

●

靡
高
森
中
央
小
学
校
大
運
動
会

〓
高
森
東
小
中
合
同
運
動
会

●

おけみもうにあげます め′)が
｀
どぅご

｀
ぎ、ヽました (敬称略)

2004年 9月 受付分 (敬称略)

[住 所]

草部・山の回

高 森 。冬 野

色 見・ 山鳥

津留・上津留

高 森・ 旭 通

高 森 。上 町

高 森・ 横 町

高 森・ 下 町

[死亡者]

佐藤  進

谷川 誠男

甲斐 榮子

瀬井 洋幸

土村キンエ

山村 チヨ

岩下 至誠

小篠 春吉

[年齢]

81

74

81

60

90

77

64

68

[御遺族 ]

佐 藤  初 子

谷 川 サ チ 子

甲 斐  昇

瀬 井  洋 一

土 村  等

山 村  民 夫

岩 下  幸 子

小 篠 シ ナ 子

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>甲斐ヒデ子

本田けさよ

岩下 幸子

■■IⅢII ■  .

甲斐

佐藤

土村

昇

子

等

初

亀|

■広報送料寄付

荒牧 隆徳 (埼玉県さいたま市)

二子石兼二 (東京都町田市)

‐ :撃 校 :

17 TAKAMoRT ro\rN-2004.11

.‐ ISII |‐■■ ‐
.

■

●

■

■

/

皿申≧_

暫
．

目P

■  ‐―

―
●

―

■■■□回麗
騒



で
獅
子
頭

・

反
物
．
太
鼓
等
を
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
、
前
原
仁
田
神
社
獅

子
舞
保
存
会
で
獅
子
頭

・
反
物
、
太
鼓

等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し

て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助

成
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
上
色
見
地

区
の
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

１
月
３
日
（月
）
で
す

学
校
や
仕
事
で
町
外
に
お
住
ま
い
の
高

森
出
身
の
皆
さ
ん
、
来
年
の
成
人
式
を
高

森
で
迎
え
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町
外
に
住
所
の
あ
る
方
で
参
加
希
望
の

方
は
、
高
森
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
平
成
１７
年
１
月
３
日

（月
）

午
前
１０
時
～

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６０
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
」計
〓
■
〓
一
■
〓
〓

一〓
■
・一一一ヨ
〓
〓
Ｆ
¨

一に
Ｌ
卜

肝

肝

Ｌ
」
ト

ー‐
・
Ｆ

Ｉ
Ｉ

・■

輻
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
３
）

●

と き

きみたちが輝く瞬間

「ふれあいフェスタ IN高森寮」で披露された前原仁田神社獅子舞

昨年度の成人式

蒻
草
部
南
部
地
区
体
育
祭

●

健康問胆 を

24時 間 .

お送 |′ します

24時間電話を通して鰹康をお属けします。

◎ 11月 のテーマ
凸月曜日
SARSと は

●火曜日
ひ ふん

飛蚊症
日
ピー性皮ふ炎
日
抜いた後の処置

幽金曜日
痔の症状 と治療

踵土曜日・ 日曜 日
性教育シリーズ⑥

曜
卜
曜
薩

水
ァ
木
歯

靖
　
彗

11月 14日

11月 21日

11月 23日

11月 28日

12月 5日

12月 12日

12月 19日

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内 科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

TEL 68-0111

TEL 67-0020

T肌 62-0216

T肌 62-0646

TE1 68-0111

TE1 62-0378

T肌 62-3351

16

工   事   名

高森東中学校屋内運動場屋根改修工事

工   期

H16.10.5へ H́17.1.20

契約金額 (円 )

10,757,250

請 負 者

(有 )安方工務店

高森東中学校屋内運動場電気設備改修工事 H16.10.5～ H17.1.20 6,142,500 (有 )嶋 田電設

公営住宅下町団地第2期建替え工事 (巨 棟本体) H16.10.28～ H17.3.10 26,297,250 (有 )古寺工務店

公営住宅下町団地第2期建替え工事 (F棟本体) H16.10.28へ′H17.3.10 27,090,000 (有 )安方工務店
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攣
●
■

平  成 年  度

=二
L■

〃ヽ

力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
に
、
積
極
的
取

組

（ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
推

進
し
て
い
る
企
業
を
対
象
と
し
た

「均
等

推
進
企
業
表
彰
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
　
象

女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮
を
促
進

す
る
た
め
に
次
の
い
ず
れ
か
の
取
組

を
実
施
し
て
い
る
企
業

「採
用
拡
大
」

女
性
が
い
な
い
又
は
少
な
い
採
用
区

分
に
お
い
て
、
女
性
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。

「職
域
拡
大
」

女
性
が
い
な
い
又
は
少
な
い
職
域

に
女
性
を
積
極
的
に
配
置
し
て
い
る
。

「管
理
職
登
用
」

女
性
の
管
理
職
が
い
な
い
又
は
少

な
い
場
合
に
、
女
性
を
積
極
的
に
登
用

し
て
い
る
。

「職
場
環
境

・
職
場
風
土
の
改
善
」

電
話
応
対
、
会
議
準
備
、
社
内
郵
便

の
仕
分
け
等
を
男
女
で
分
担
す
る
よ

う
に
取
り
決
め
た
等
。

○
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
よ
り
、
労
働
局
雇
用

均
等
室
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（応
募
用
紙
が
ご
入
用
な
際
は
雇
用
均

等
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

○
応
募
受
付
期
間

１０

月

１

日

～

・１

月

３０

日

我
が
社
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
と
い
う
企
業
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

賣
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

１

３

８

６

５

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
か
ら

人
権
啓
発
ラ
ジ
オ
番
組

「共
に
生
き
る

ハ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

○
放
送
局
　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送

○
放
送
時
間

毎
週
月
曜
日
　
・０
時
１５
分
～
１０
時
２５
分

※

「と
ん
で
る
ワ
イ
ド
太
田
黒
浩

一
の

き
ょ
う
も
元
気
」
の
中
の
１
コ
ー

ナ
ー

○
内
　
容

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
太
田
黒
浩

一
さ
ん
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に

関
し
て
県
内
各
地
で
活
動
さ
れ
て
い

る
方
と
の
ト
ー
ク
番
組
で
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

４

１

５

８

２

８

●●

「女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

開
設

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、

「女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

の
期
間
中

（毎
年
Ｈ
月
・２
日
か
ら
２５
日
ま

で
）
で
あ
る
Ｈ
月
２１
日

（日
）
を
全
国

一

斉
相
談
日
と
し
、
「女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
電
話
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
熊
本
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に

お
い
て
も
、
左
記
の
と
お
り

「女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
相
談
日
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
開
設
日
　
Ｈ
月
２１
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

輻
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

４

‐

０

４

１

７

イ
ン
フ
ル
■

，
デ
●
●

予
防
機
種
の
助
成

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
町

内
医
院
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
上

７
歳
未
満
の
幼
児

（接
種
当
日
３
歳

に
到
達
す
る
者
～
平
成
９
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
の
者
）
及
び
６５
歳
以
上

（昭
和
１５
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

者
）
で
接
種
１
回
の
補
助
と
し
ま
す
。

※
乳
幼
児
の
接
種
希
望
者
は

「予
防
接
種

と
子
ど
も
の
健
康
」
ま
た
は

「予
防
接

種
手
帳
」
に
よ
り
、
他
の
予
防
接
種
と

の
間
隔
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
　
間

１．
月
１
日

（月
）
～
１２
月
２４
日

（金
）

午
前
１０
時
～
正
午

○
助
成
額

接
種
料
金
　
４
、
４
０
０
円

内

町

助

成

金
　
２
、
８
０
０
円

内
個
人
負
担
金
　
１
、
６
０
０
円

○
予
防
接
種
委
託
医
療
機
関

東
医
院

皿
６
２
‐
０
３
０
９

平
田
医
院

皿
６
２
‐
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

皿
６
２
‐
０
６
４
６

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

皿
６
２
‐
３
３
５
１

※
各
医
院

へ
事
前
に
申
し
込
み
さ
れ
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

地方交付税
2,038,779千 円

(435%)

歳入合計
4,690,280

(千 円)

歳出合計
4,582,654

(千 円)

歳 出 決 算 額

454き、8,265万 4二F円

506千 円

1,397万 1千 円

8億4,667万 9千 円

1億 3,547万 7千 円

11億、3,770万4千円

5億 9,576万4千円

地方特例交付金/
14,352可 ■円 (03%)

自動車取得税交付金′/′

29,765千 円 (0.6%)

諸  収  入/
47,864千 円 (■0%)

分担金及び負担金/
47,981千 F](■0%)

地方消費税交付金/
63,325千 円 (■4%)

越   金/
80,421千 円 (■7%)

方 譲 与 税/
88,283千 円 (19%)

使用料及び手数料/
182,550千 円(39%)

繰  入  金/
263,496千 円(56%)

県支出金
296,330千 円 (63%)

国庫支出金
296,957干 l円 (63%)

災害復旧費/
51,670千 円 (1.1%)

議 会 費/
83,279千 円 (1.8%)

消 防 費/
135,199千 円 (2.9%)

商 工 費/
162,602千円 (35%)

衛 生 費/
233,780千 円 (51%)

一 般 会 計

●   ●

●会計別歳入歳出

会  計  名

農業用水供給事業特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

財産収入/
12,397千 円 03%)

ゴルフ場利用税
8,956千 円 (02%)

利子割交付金/
4,432千 円 (0■ %)

交通安全対策特別交付金/
1681千 円 (OЮ %)

寄 付 金/
257千円(0.0%)

歳入 46億99028万円

諸支 出金
330,408千 円

(72%)

ヽ

4

′」
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平
成
１５
年
度

一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
決
算
が
、
先
の
９
月
定
例
議
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
１５
年
度

の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
公
営
住
宅
下
町
団
地
建
設
事
業
、

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

決
算
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
家
計

簿
と
同
様
、

こ
の
１
年
に
、
ど
の
く
ら

い
の
お
金
が
町
に
入
り
、
何
に
使
わ
れ
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
た

か
を
数
字
に
表
し
た
も
の
で
す
。

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
た
町
行
政

へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

settlement
of

accounts

移動通信用鉄塔施設

歳 入 決 算 額

46イ意9,028フ了円

506¬二
円

1,619万 1千 円

9億、3,732万 3千 円

1億4,233万 2千 円

11億 3,613万 6千 円

6億 2,122万 3千 円

一般会計歳入合計

一般会計歳出合計

TAKAI露 l:撻

町債
696,400千円

(149%)

農林水産業費
350,637=千 円

(77%)

町税
516.054千 円|

(1■0°。).‐
|‐

民生費
833,412千 円

(18.2%)

公債費
800,079千 円
(175%)|

肇孝
=:二

:

教育費
365,001千 円

601%).

総務費
681,432千 円

(149%)

土木費
555,088千 円

(12.1%)

●

■
一

45億8,265万4千円

一

．

　

‥

一
　

　

・

目
■
目
圏
田
圏



は
お
済
み
で
す
か
？

・

県
税
の
災
害
免
除
制
度

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
県
税
が
減
額
ま

た
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
自
動
車
税

災
害
で
車
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
た

り
、
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
個
人
事
業
税

個
人
の
事
業
用
資
産
な
ど
が
災
害
で

相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
不
動
産
取
得
税

家
屋
や
土
地
が
災
害
で
相
当
な
被
害

を
受
け
、
そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
や
土
地

を
３
年
以
内
に
取
得
し
た
と
き

※
な
お
、
被
害
を
受
け
た
日
ま
た
は
納
税

通
知
書
が
届
い
た
日
か
ら
２
ヶ
月
以

内
に
申
請
が
必
要
で
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

１

１

１

１

１

（内
線
３
２
３
）

考
え
よ
う

森
林

・
農
地
の
大
切
さ

き
れ
い
な
水
、
き
れ
い
な
緑
、
き
れ
い

な
空
気
は
森
林
や
農
地
が
も
た
ら
す
大

切
な
恵
み
で
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
生
活
は
豊
か
な
森
林
や
農

地
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
保
全
奨
励
制
度
全
国
研
究
協
議

会

（全
国
４０
道
府
県
加
盟
）
は
、
森
林
や

農
地
の
重
要
性
や
農
山
村
地
域
活
性
化

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

森
林

・
農
地
の
大
切
さ
を
身
近
な
こ
と

と
し
て
、　
一
緒
に
考
え
ま
し
よ
う
。

１１
月
は

「も
り
と
ふ
る
さ
と
月
間
」

１１
月
１８
日
は
「も
り
と
ふ
る
さ
と
の
日
」

輻
お
問
い
合
わ
せ
先

国
土
保
全
奨
励
制
度
全
国
研
究
協
議
会

宮
崎
県
環
境
森
林
部
山
村
・木
材
振
興
課

ＴＥＬ

０

９

８

５

‐
２

６

‐
７

１

５

７

●●

熊
本
県
（地
域
別
）
最
低
賃
金

の
改
定

熊
本
県
（地
域
別
）
最
低
賃
金
額
が
、
平

成
１６
年
１０
月
１
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額
　
６
０
７
円

こ
の
最
低
賃
金
は
、
産
業
別
最
低
賃

金
が
摘
要
さ
れ
な
い
全
て
の
労
働
者

（臨

時

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
）
に

摘
要
さ
れ
ま
す
。

蝠
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
賃
金
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

５

‐

３

２

０

２

阿
蘇
労
働
基
準
監
督
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

０

６

２

８

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
等
の
犯
罪
に

あ

っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
立
に
つ
い
て
の
費
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一
般
国
民
の
中
か
ら

「く
じ
」
で
選
ば
れ

た
Ｈ
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が
裁
判
に

か
け
な
か

っ
た
こ
と
の
善
し
悪
し
を
審

査
し
ま
す
。

へ

兄

．　

ノ

ヽ
ヽ
ん

又

犬

――
＝
ｌヽ
．■

税
の

な
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

２

５

１
２

１

２

１

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
、

安
全

・
確
実

。
有
利
な

「建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
」
が
お
す
す
め
で
す
。

○
建
設
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

。
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
―

（加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

。
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
―

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が

一
部
を

補
助
し
ま
す
！

○
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ま
へ

。
建
設
業
退
職
金
共
済
の
手
帳
を
持

っ

て
い
ま
す
か
？

。
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
―

・
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引

。

レ
ン
タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携
サ
ー

ビ
ス
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

瑕
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
熊
本
県
支
部

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

６

６

‐

５

１

１

１

平
成
１７
年
度

「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」

厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働
者
の
能

普通会計の性質別経費の状況

普 通 会 計 とは、
一般会計と 2つ の

特別会計 (鉄道経営
対策事業基金・農業
用水供給事業)を 含

維 持 補 修 費/
48,700千 円(10%)

災害復旧事業/
52,431千 円(12%)

千 円

補助費等
455,517千 円

(99%)
普通建設事業費

840,385千 円
(183%)

(単位 :千円)

5億6千万

5億5千万

5億4千万

5億3千万

5億2千万

5億 1千万

投資出資貸付金/
5,480千 円 (0.1%)

人件 費
949,104千 円

(20.7%)

む額です。

公債費
800,079千 円

(17.5%)

E町有財産の状況

●税収入の税目別内訳● ●過去 5年間の税収入の推移●   ●    ●
/14,702千 円
(29%)

―たばこ税/
42,047千 円
(8」 %)

551,850

入湯税 / ―

14,557千 円

(28%)

530,583町民税
180,641千 円
(350%)

固定資産税/_
264,107千 円

(512%) △  ニユ

「
コ    ロ |

516,054
(千円)

ヽ

ヽ 529,791

12

-516,054

13   14   15(年度)11

立 木

204,945rパ

建 物

75,70 1 rlイ

土  地券
金

証

‥
，

」【

面

ｉ

有

出

1回 :「般■

282,680千 円2,862,841千 円

基  金

20台

車 車両

1世帯当たり

納税額

たばこ税

145 rarevoRl To$rN-2oo4.ll

◎お知らせのべ■ジ

平
成
１５
年
の
税
制
改
正
に
よ
り
消
費
税
の

事
業
者
免
税
点
が
３
千
万
円
か
ら
１
千
万

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
１５

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え

て
い
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
１７
年
分

の
消
費
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
ら
れ

た
方
は
、
届
出
書
の
提
出
や
帳
簿
及
び
請

求
書
等
の
保
存
な
ど
、
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

０

５

５

１

税
務
相
談
室

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

０

５

５

９

扶助費

積立金
331,226千円

(7.2%)

黎劃鯰噌

下町団地

t
Eコ Eコ

田

田
田

田

田

田

田

田

田

11,616,365rlイ

/

/
′

〃 へヽ
い

ヽ
ヽ
「
「

軽自動車税 町民税

my閻



軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証
（農
業
分
）の
申
請
受
付

辱さわやかな秋晴れの中、「尾下菅

原神社秋の大祭」が行われました。

ここで奉納される獅子舞は、県

の重要無形文化財に指定されてお

り、尾下地区をあげての保存活動

が行われています。今年も雌雄 2

頭の獅子舞が唐うちわを持った勢

子の子どもたちと競い合って舞を

奉納しました。

秋を楽しむ「虫聞き会」

町観光協会主催により、虫の音を聞きなが ら俳

句をひね り秋を楽しむ 「虫聞き会」が、休暇村南

阿蘇で行われました。

当日はあいにくの雨の中、菜の花句会や根子岳

会文芸クラブの会員など約 30人が参加。会場を

囲む竹灯ろうや飾 られたススキが秋の雰囲気を演

出する中、参加者は田楽や煮 しめなどの郷土料理

と地酒を楽しみながら句作していました。

笑いの祭典
全国にわか交流大会

勇
壮
に
舞
う

尾
下
の
獅
子
舞

●●

●   ●

●
玉名市の伊倉商店街で、全国 7か所のアマチュ

アにわか団体が競演する「全国にわか交流大会」

が開催され、本町か らも「高森にわか保存会 (高

森社中)」 が出演しました。

当日は、たいまつ用の薪が無く、「にわかができ

ない」 と困っている村人を水戸黄門が助ける話を

披露。「薪は無くても、にわかには伝統 (電灯)が
ある」との落ちに観客がどっと沸いていました。

家庭教育講演会

林業総合センターでは、RKKテ レビ「夕方い

ちばん」や 「週刊山崎くん」でおなじみの長船な

お美さんを講師に招き、「みなさんのおかげです」

と題 した講演会を開催しました。

長船さんは、子育て体験談をユーモラスな トー

クを交えながら講演。 日頃、子育てに追われてい

るお母さんなど約 100人の出席者に多くのア ドバ

イスを伝えていました。

【申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
免
税
証
交
付
申
請
書

一
式

（阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

・
免
税
証
交
付
申
請
書

は      ヽ

丈 芸
POETRY PAGE

13 TAKAMoRT rov/N-2oo4.ll

農
業
を
営
む
方
で
軽
油
引
取
税
免

税
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

の
継
続
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
平
成
１６
年
１２
月
１
日

（水
）～
１２
月
６
日
（月
）ま
で
に
県
阿
蘇

地
域
振
興
局
税
務
課
で
、
交
付
の
た

め
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
免
税
軽
油
所
要
数
量
計
算
明
細
書

・
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
１

（免
税
証
使
用
実
績
報
告
書
）

。
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２

（軽
油
購
入
量
明
細
書
）

。
免
税
軽
油
の
引
き
取
り
等
に
係
る
報
告
書

（平
成
１６
年
４
月
か
ら
Ｈ
月
分
）

※
複
数
の
機
械
を
使
用
し
て
い
る
等
で
書
類
が
不
足
す
る

場
合
は
お
手
数
で
す
が
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

②
使
用
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
の

方
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

・
免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

・
耕
作
証
明
書

（高
森
町
農
業
委
員
会
で
発
行
）

・
免
税
機
械
等
の
所
有

・
使
用
証
明

（役
場
税
務
課

で
発
行
）
、
又
は
所
有
。使
用
を
証
明
す
る
書
類

（売

買
契
約
書
、
リ
ー
ス
契
約
書
の
写
し
等
）

・
機
械
の
写
真

（ｌ
ヶ
月
以
内
に
前

・
横

・
後
ろ
か
ら
写
し
た
も
の

各
１
枚
）

③
印
か
ん

④
免
税
軽
油
使
用
者
証

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
４
）

地
方
版
　
僻
地
の
神
楽
掘
り
起
こ
し

か
も
知
れ
ん
　
質
草
と
釣
り
合
わ
ん
顔

腕
ま
く
り
　
倒
れ
た
稲
の
重
か
こ
つ

サ
ヨ
ナ
ラ
　
踏
ん
張
る
牛
の
む
ぞ
う
な
げ

割
り
切
っ
て
　
思
い
出
だ
け
じ
ゃ
生
き
ら
れ
ん

い
で

ゆ

か
も
知
れ
ん
　
ボ
イ
ラ
ー
据
え
て
あ
る
出
湯

地
方
版
　
リ
コ
ー
ル
で
大
揺
れ
し
よ
る

腕
ま
く
り
　
初
窯
出
し
に
と
き
め
か
す

サ
ヨ
ナ
ラ
　
次
の
お
客
が
も
う
来
と
る

か
も
知
れ
ん
　
何
べ
ん
も
す
る
店
仕
舞
ァ

割
り
切
っ
て
　
師
弟
は
昼
の
茶
の
湯
だ
け

岡
本
　
琴
司

渡
辺
　
雲
海

松
山
キ
ヨ
子

後
藤
　
信
子

三
森
　
　
茜

田
上
黙
公
子

桐
原
　
白
酔

上
井
加
根
女

佐
藤
多
可
雄

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

割
り
切
っ
て
　
帰

っ
て
み
た
が
眠
れ
な
い

腕
ま
く
り
　
さ
ァ
が
る
だ
さ
に
ゃ
飯
ゃ
喰
え
ん

割
り
切
っ
て
　
つ
ん
の
う
て
行
く
老
年
期

地
方
版
　
道
の
駅
に
は
牡
丹
鍋

秋
澄
み
て
美
観
を
呈
す
根
子
姿

か
　
ぜ
　
み

た
び

台
風
三
度
枯
葉
す

っ
き
り
杉
木
立

オ
ニ
ユ
リ
は
背
丈
を
越
え
て
風
に
な
り

風
雨
年
種
籾
迄
も
残
さ
ず
に

夕
月
や
阿
蘇
は
墨
絵
の
五
岳
か
な

群
が
り
て
競
り
合
い
咲
き
の
彼
岸
花

佐
楢
見
乱
坊

佐
藤
　
重
信

後
藤
　
愛
子

浦
塚
　
南
天

森森後
藤

本
田

本
田

鶴
林

正
六

政
隆

法
龍

初
男

訓
子巧

肥

後

狂

句

　

霜

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）
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原
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き
の
句
会
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ご
存
知
で
す
か

「税
を
考
え
る
週
間
」

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
　
・

の
大
切
な
財
源
で
す
。

「税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深
い
か
か
わ
　
¨

り
を
持

っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

（必
要
性
）

一

及
び
役
割

（使
途
）
や
税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
　
一

的
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
を

「考
え
」
て
い
た
だ
き
、
国

の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の

「税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
「高
齢
社
会
を
支

え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
の
広
報

。
広
聴
活
動

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者
や
主
婦
、
児
童

。
生

徒
な
ど
を
対
象
と
し
た

「租
税
教
室
」
の
開
催
な
ど
、
税

を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、
阿
蘇
税
務
署

へ
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

Ｈ
月
１
日
か
ら

道

路

交

通

法

一

携
帯
電
話
等
使
用
罰
則

の
見
直

し

交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
な
く
て
も
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

５
万
円
以
下
の
罰
金

大
　
　
　
型

反
則
金
　
普
通
／
二
輪

原
　
　
　
付

７
千
円

６
千
円
　
点
　
数
　
１
点

５
千
円

飲
酒
検
知
を
拒
否
し
た
場
合
の
罰
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

３０
万
円
以
下
の
罰
金

暴
走
族
対
策

の
強
化

○
集
団
暴
走
行
為
の
対
象
の
拡
大

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０
万
円
以
下
の
罰
金

○
騒
音
運
転
等
の
罰
則
新
設

５
万
円
以
下
の
罰
金

○
消
音
機
不
備
車
両
の
罰
則
引
き
上
げ

５
万
円
以
下
の
罰
金

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
警
察
本
部
　
交
通
企
画
課

■
０
９
６
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０

●

救
急
医
療
功
労
者
知
事
表
彰

部

改

正

一
南
部
分
署
救
急
隊

す
°

 11

月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

税
を
考
え
る

週

間

で

く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
能
動

一
飲
酒
検
知
拒
否
罰
則
引
き
上
げ

県
の
救
急
医
療
功
労
者
知
事
表
彰
が
あ
り
、
日
頃
の
救

急
活
動
が
評
価
さ
れ
、
潮
谷
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
賞
し

ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
な
る
救
急
高
度
化
推
進
、
応
急
処
置
の
普

及
啓
発
、
救
命
率
の
向
上
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐
９
０
３
４

火
事

・
救
急

・
救
動
は
１
１
９
番

勝

勝

位

賞

賞

賞

優
３
闘
藩
軒

優

秀

優

準

第

敢

最

優

野尻北部区民体育大会

体力づくりと地区間の交流を目的に開催された

「第10回野尻北部区民体育大会」には、子どもから

お年寄 りまで約150人 が参加。雨のため、河原生涯

学習センターに移した会場では、東組 (白 )味鳥・

黒岩。当尾野地区、西組 (赤)市野尾。上玉来。大道・

河原地区に分かれ、一般婦人部の踊 りなど19種 目が

行われました。

また、終了後には懇親会も開かれ、参加者は楽し

い 1日 を過ごしました。

秋季ナイターソフトボール大会
町ソフトボール協会主催による「秋季ナイターソ

フトボール大会」が、 9月 27日 (月 )か ら山村広場

で開催され、全10チームが熱戦を繰り広げました。

結果は次のとおりです。

南 球

S ・55

ダウンタウン

SHOWAデ ィズニーズ

堀 健太郎 (南 球)

白石 浩三 (S・ 55)

7 .raxevoRl Tov/N-2oo4.rt

芸術の秋を堪能 !

阿蘇クラフトフェアー

昨年 までの高森工芸展か ら名前を変えた 「第 1

回阿蘇 クラフ トフェアー」が、 1日 上色見小学校 グ

ラウン ドで盛大に開催されました。

これは、阿蘇の大 自然の中で、作 り手 と使い手

がクラフ トのモノを通 して語 り合い、地元の人た

ちとの交流を楽 しむことを目的に行われたもので、

木工芸や革工芸、陶芸な どの展示作品に、訪れた

人たちは芸術の秋を堪能 している様子で した。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
日
６
２
‐
１
１
７
４

●

●   ●

~●

'…
~

九州地区
グラウンド・ゴルフ
交歓熊本・高森大会

「第18回九州地区グラウンド・ゴルフ交歓熊本・

高森大会」が、休暇村南阿蘇、山村広場で開催さ

れました。

これは、グラウンド・ゴルフの普及振興と参加

者相互の交流を目的として、昭和62年から開催さ

れているもので、九州各県の愛好者約1,500人が参

加。 日頃の練習の成果を競うとともに、前日の親

睦会などでお互いの交流も深めていました。

僻

救急医療功労者知事表彰を受けた南部分署救急隊

12
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じんけん

あなたは「人権」をどのようにとらえていますか ?

「人権」 とは、人間誰もが生まれなが らにして

持っている基本的な権利であり、人間が自分の生活

を理由なく侵害されず、人が人として生きていく

ことのできる権利です。

我が国では、 日本国憲法により、すべての人の

基本的人権が保障されています。 しか し、現在、

同和問題をは じめとするさまざまな人権問題で、

苦しんだり悩んだりしている人が存在しています。

だれもが幸せに暮 らせる社会を実現するには、

私たち一人ひとりが人権とは何か、現在 どのよう

な問題が生じているかを理解する必要があります。

そして、 日常生活において人権問題を自分のこと

として考え、相手の立場に立って行動し、みんな

で人権尊重の社会を築いていくことが大切です。

現在、人権課題として、主に次のようなものがあ

ります。

・女性の人権

・子どもの人権

・高齢者の人権

・障害者の人権

・同和問題

・外国人の人権

・ HIV感 染症等をめぐる人権

・ハンセン病をめぐる人権

・犯罪被害者等の人権

・さまざまな人権課題

私たちの身近なところに、さまざまな偏見や差別

が存在していることに気づいていただけましたか ?

今後、人権課題について取り上げていきます。

介護保険の財源

公 費 保険料

介護保険料の算出方法
要件 1

要件 2

要件 3

要件 4

平成 15～ 17年度までの 3年間の給付総額見込み……………

第 1号被保険者の負担率 (上記の第 1号保険料の18%から)

平成 15～ 17年度までの第 1号被保険者平均人数見込み …・

1ケ月あたりの保険料を算出するための算式…………………

算出算式

介護保険料の支払方法  奎

1,582,007,000円 ×0.18(18%)÷ 2,345人 ■3年■12カ 月≒3,400円

この3,400円 が基本額となって、下の表か ら各段階の保険料が算出されます。

保険料月額区分表

保険料

(保険料の年額は月額に 12を

じん けん か だい し

《人権課題を知 ろ う !》

1,582,007,000円

…・…・…・… 18%
・…・・……・2,345人

■ 3年■ 12カ 月

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
制
度
運
営

の
根
幹
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
今
月
号
で
は
介
護
保
険
制
度
の
財
源
と
介
護
保
険
料
の
算
定
方
法
や
支
払
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

介
護
保
険
保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て

●   ●

●   ● 魃所得が確定する 6月 までは、前年最後の支払

月の保険料月額をそのまま仮徴収し、所得段

階 (第 1～第 5段階)の変更があった場合は

所得確定後に調整します。この場合、支払済

み金額との調整がありますので、保険料は各

月で変化 しますが、保険料年額 (4月 分～ 3

月分)では上記表の各段階区分の12ヶ 月分

とな ります。

な年金か らの天引きの方の所得段階の変更が

あつた場合は、社会保険庁との調整の関係

上、一時期天引きができなくなることがあり

ます。 (翌年度10月 からの天引き復活とな り

ます。それまでは役場から納付書をお送 りし

ますので、右の普通徴収の方法でお支払いた

だきます)

鶉年金受給開始の年は社会保険庁との調整の関

係上、すぐには年金からの天引きができません。

躙毎年の社会保険庁への年金受給現況届が遅れ

ると、年金からの天引きが一時停止されるこ

とがあります。この場合は役場での支払いと

なりますので、毎年の年金受給現況届は忘れ

ず行っていただきますようお願いします。

糖尿病を予防しよう!

～毎 日の生活習慣が決め手です～

糖尿病の予防や治療には、食事による血糖のコン

トロールが欠かせません。エネルギーを取り過ぎな

いよう、毎日の食事を見直しましょう。コツは過食

を避け、油脂類の摂取量を減らして繊維質を多く取

ることです。

★カロリーダウン法

◎ ドレッシングの種類を変える。

フレンチドレッシング (小 さじ2)・・・65Kcal
ン

ノンオイル和風 ドレッシング (小さじ2)。・。31Kcal

◎肉の部位を変える

豚ロースのしょうが焼き (60g)。・。208Kcal
響

豚もも肉のしょうが焼き (60g)・・。127Kcal

特別徴収 (年金から天引きできる方)

年金額が 180,000円 を超える場合に介護保険

料は年金から天引きされます。徴収時期は 4月 、

6月 、 8月 、 10月 、 12月 、 2月 の 6期です。基

本的に保険料月額を2ヶ月分ずつ徴収します。

普通徴収 (年金から天引きできない方)

年金額が 180,000円 (月 額 15,000円 )以下の

場合は、役場から納付書をお送 りしますので、

役場、 役場各出張所、肥後銀行、阿蘇農協各

支所、熊本県信用組合にてお支払いください。

また、口座振替もできますので詳 しいことは

お尋ねください。

徴収時期は5月 から12月 までの8期です。基本

的に保険料年額を8期で割り各期で徴収します。

1l TAKAMORI TOWN-2004.11
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本人が住民税課

税で前年の合計

所得金額が 200

万円以上の場合

世

税

世帯のだれかに

住民税が課税さ

れていて、本人

は住民税非課税

の場合

本人が住民税課税

で前年の合計所得

金額が200万 円未

満の場合世帯全員が住民

税非課税の場合

生活保護受給者

老齢福祉年金受

給者であって、

基本額× 1.25 基本額× ■5基本額× 0.5 基本額× 0.75 基本額

5,100円3,400円 4,250円(月 額) 1,700円 2,550円

51,000円 61,200円30,600円 40,800円(年額 ) 20,400円

カッテージチーズの自和え
□材料 (4人分 )

にんじん1/2本、こん

にゃく1/2枚、生しい

たけ5枚、だし汁 1/4

カップ しょうゆ大さ

じ1、 酒大さじ1、 さ

やえんどう50g、 カ

ッテージチーズ (牛

乳500cc、  酉乍大 さじ

5)、 すりごま大さじ5

□作 り方

①にんじん、 こんにゃくは短冊切り、生しいた

けは薄切 りにし、煮汁がなくなるまで煮る。

②さやえんどうは筋をとり、熱湯でさっと姉で、

せん切りにしておく。

③カッテージチーズにすりごまを加えてよく混
ぜ、①②を入れて和える。

【カッテージチーズの作り方】

牛乳を人肌くらいに温め、酢を入れゆっくり

混ぜる。沈んできたら、ふきんで絞る。

篠1熊1難1経1壽■踊1満
111桑 1篠

|
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12.5%
市町村負担金

18%
第 1号保険料

(65歳 以上の方)

隕鐵囃晰

■■  32%
第 2号保険料20%

国負担金 (40´
ヤ64歳θ)

医療保険加入者)

5%
以内

1保■険 料

曇:走 基準

〃

栄養士の
いただきま～す



介
護
保
険
０
「＆
Ａ

Ｑ
　
介
護
保
険
料
の
算
定
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
　
介
護
保
険
料
は
、
右
ペ
ー
ジ

の

「保
険
料
月
額
区
分
表
」
に

よ

っ
て
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
住
民
税
の
課
税
。

非

課
税

が
算
定

の
基
本

と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
状
況
に

よ

っ
て
、
第
１
段
階
か
ら
第
５

段
階
ま
で
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

口
　
私
は
６５
歳
に
な
り
ま
し
た
。
　

ロ

介
護
保
険
料

は
、
年
金

か
ら

天
引
き
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
役
場
か
ら
納
付
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

Ｒ
　
お
尋
ね
の
よ
う
に
、

６５
歳
の
　

Ｒ

年
金
受
給

が
始

ま

っ
た
時

に

は
、
社
会
保
険
庁
と
の
事
務
取

扱
い
の
関
係
上
、
確
実
に
は
翌

年
１０
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
開

始
と
な
り
ま
す
。
毎
月
の
窓
口

納
付
が
ご
面
倒
な
場
合
は
、

日

座
振
替
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
年
金
額
が
１８
万

円

（月
額
で
１
万
５
千
円
）
以

下
の
場
合
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
介
護
保
険
料
は
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
介
護
保

険
料
の
２
ヶ
月
分
ず

つ
引
か
れ

て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
？年

金
は
４
月
、
６
月
、
８
月
、

１０
月
、

１２
月
、
２
月
の
６
回
で

２
ヶ
月
分
ず

つ
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
介
護
保
険
料
も
そ
の
月

と
翌
月
分
の
２
ケ
月
分
ず

つ

付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

。
な
お
、
年
金
か
ら
の
天
引

が
で
き
な
い
普
通
徴
収
の
方

、
５
月
か
ら
１２
月
ま
で
８
回

分
け

て
納
付

い
た
だ

き
ま

私
の
介
護
保
険
料
は
毎
月
金

額
が
異
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
？

介
護
保
険
料
は
前
年
度
の
収

入
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
た
め
、

所
得
が
確
定
さ
れ
る
６
月
の
保

険
料
ま
で
は
、
前
年
度
最
後
に

納
付
い
た
だ
い
た
金
額
を
そ
の

ま
ま
仮
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
７
月
以
降
に
調
整

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
毎
月
の

金
額
が
異
な

っ
て
き
ま
す
。

特
に
保
険
料
を
年
金
か
ら
天

引
き
で
き
な
い

「普
通
徴
収
」

の
方
は
、
保
険
料
月
額
の
１２
ヶ

月
分
を
５
月
か
ら
１２
ヶ
月
ま
で

の
８
回
に
分
け
て
納
入
い
た
だ

く
た
め
、
年
額
の
介
護
保
険
料

が
元
々
割
り
切
れ
な
い
こ
と
か

ら
端
数
調
整
の
月
が
必
要
と
な

り
、
毎
月
の
保
険
料
が

一
定
と

な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
毎
年
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
に

お
支
払
い
た
だ
く
保
険
料
の
合

計

（年
額
）
は
、
そ
の
段
階
区

分
ご
と
に
右
ペ
ー
ジ
の

「保
険

料
月
額
区
分
表
」
欄
の

「保
険

料

（年
額
）
」
に

一
致
し
ま
す
。

②
年
金
の
現
況
届
が
遅
れ
た
場
合

そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
各
種
年
金
の
現

況
届
を
遅
れ
た
り
忘
れ
ら
れ
る

と
、
年
金
支
給
が

一
時
停
止
す

る
こ
と
か
ら
天
引
き
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

●

Ｑ
　
住
民
税
の
課
税

・
非
課
税
な
　
Ｑ

ど
所
得
の
確
定
の
方
法
や
時
期

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
　
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
ｌ
　

Ｈ

月
か
ら
１２
月
ま
で
の
収
入
に
よ

り
計
算
さ
れ
た
所
得
申
告
に

よ
っ
て
住
民
税
の
課
税

・
非
課

税
や
所
得
金
額
が
毎
年
６
月
末

に
確
定
さ
れ
、
第
１
か
ら
第
５

段
階
ま
で
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 保

険
料
の
お
尋
ね
に

お
答
え
し
ま
す
！

●

Ｑ
　
私

の
介
護
保
険
料
は
年
金
天

引
き
で
し
た
が
、
役
場
か
ら
の

納
付
書
で
の
支
払
い
に
変
わ

っ

て
い
ま
す
。

な
ぜ

で
し

ょ
う

か
？

Ｒ
　
こ
れ
に
は
次
の
２
つ
の
場
合

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
不
明
な
場

合
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
所
得
の
変
化

所
得
の
変
化
が
あ

っ
た
場
合

で
特
に
介
護
保
険
料
が
下
が

っ

た
場
合

は
、

社
会
保
険
庁

と

の
事
務
手
続
き
に
よ
り
、　
一
時

期
天
引
き
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。確

実
に
は
翌
年
１０
月
か
ら
年

金
天
引
き
再
開
と
な
り
ま
す
。

そ

の
間
毎

月

の
窓

口
納
付

が

ご
面
倒
な
場
合
は
回
座
振
替
も

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

Ｑ
　
介
護
保
険
料
が
上
が
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

日
　
介
護
保
険
料
は
簡
単
に
説
明

し
ま
す
と
、
右
ベ
ー
ジ
の

「介

護
保
険
料
の
算
出
方
法
」
を
ご

覧
に
な
る
と
お
わ
か
り
の
と
お

り
、
要
件
１
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
と
要
件
３
の

被
保
険
者
人
数
に
よ

っ
て
決
ま

り
ま
す
。
特
に
介
護
保
険
サ
ー

ビ

ス
費
用
が
多
く
な
れ
ば
介
護

保
険
料
も
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
介
護
保
険
の
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く
理

解
し
、
正
し
く
使
う
こ
と
が
介

護
保
険
料

の
こ
と
に
限
ら
ず
、

介
護
保
険
制
度
の
真

の
発
展
に

も

つ
な
が
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
み
ん
な
で

育
て
る

「助
け
合
い
制
度
」
で

す
。
ま
ず
は
み
ん
な
が
健
康
に

過
ご
す

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

も
し
も
介
護
が
必
要
に
な

っ
た

と
き
に
安
心
し
て
老
後
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
作
ら
れ
た
制
度
で
す

の
で
、

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

す に は き す 納 分
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介
護
保
険
料
な
ど
介
護
保
険
全
般
の
お
尋
ね
は
介
護
保
険
係
ま
で
ど
う
ぞ

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
３
）
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〉
国
民
年
全
だ
よ
リ
ハ

◆
台
風
災
害
等
に
よ
る

国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

一
連
の
台
風
に
よ
り
、
農
作
物
を
始
め
多
大
な
被
害
を

受
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
に
は
、
天
災
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
、
左
記
の
理
由
に
よ
り
免
除
制
度
が
設
け

て
あ
り
ま
す
。

○
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災

害
に
よ
り
、
本
人

・
世
帯
主

・
配
偶
者
が
所
有
す
る
住

宅
、
家
財
、
そ
の
他
財
産
に
生
じ
た
被
害
金
額

（保
険

金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
充
さ
れ
た
金
額
を
除
く
）

が
、
そ
の
価
格
の
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
と
き

○
失
業
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

と

き

○
右
記
に
準
ず
る
事
由
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き

財
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所

■
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
０

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

●

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

し
ょ
う
か
？
そ
こ
で
重
要
な
働
き
を
す
る
の
が
イ
ン
ス

リ
ン
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
は
、
糖
を
肝
臓
で
貯

え
た
り
、
筋
肉
細
胞
に
糖
を
取
り
込
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
糖
が
余

っ
た
ら
、
中
性
脂
肪
に
か
え
て
脂

肪
細
胞
に
貯
え
る

（
「太
る
」
と
い
う
こ
と
）
と
い
う
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
長
時
間
食
事
を
取
ら
ず
に
空

腹
が
続
い
た
り
、
運
動
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
に
な

っ
た
場
合
、
貯
え
て
い
た
脂
肪
を
ま
た
糖

に
か
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
は

血
糖
を
下
げ
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

◆

そ

の
大

切

な

イ

ン

ス
リ

ン
が

…

…

①
イ
ン
ス
リ
ン
が
あ
ま
り
出
な
い
―

血
糖
値
が
上
昇
す
る
と
、
す
い
臓
で
イ
ン
ス
リ
ン

が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
血
液
中
に
分
泌
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
す
い
臓
の
老
化
や
遺
伝
的
な
素
因
に
よ
っ
て
、

生
産
が
で
き
な
く
な
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
ス
ム
ー

ズ
に
出
な
く
な
り
高
血
糖
に
な
り
ま
す
。

太
る
と
い
う
こ
と
に
も
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
で
す
。

何
年
も
標
準
体
重
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
間
に
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
使

っ
て
い
る

た
め
、
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
６０
代
に
な
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
生
産
量
は
２０

代
の
３
分
の
２
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
イ
ン
ス
リ
ン
が
う
ま
く
働
か
な
い

イ
ン
ス
リ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
て
も
、
肥
満
や
運

動
不
足
の
場
合
、
肝
臓
や
筋
肉
、
脂
肪
細
胞
で
う
ま

く
働
き
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
ま
す
ま
す
た
く
さ

ん
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
に
な
り
、
す
い
臓
が
疲
労

し
、
分
泌
が
悪
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
糖
の
検
査
項
目
の
見
方
、
な
ぜ
高
血
糖
に
な

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
次

回
は
、
高
血
糖
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

妬α舟五

生
活
習
慣
病
予
防
の
大
前
提
は
、

「血
管
を
守
る

こ
と
」

で
す
。
今
回
は
血
管

に
対
す
る
危
険
因
子

の
ひ
と

つ

「糖
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

◆
血
糖
と
は

血
糖
と
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
（グ
ル
コ
ー
ス
）
の
濃

度
を
い
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
は
、
か
ら
だ
に
最
も
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
し
か
し
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
過
ぎ
る
と
、
糖
は
ネ
バ
ネ
バ

し
て
い
る
た
め
、
血
管
の
壁
を
傷
め
た
り
、
た
ん
ぱ
く
質
と

結
合
し
悪
さ
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
の
中
で
厳
密
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
（正
常
値

空̈
腹
時

血
糖
１
１
０
ｍｇ
／
ｄｌ
未
満
、
食
後
血
糖
１
４
０
ｍｇ
／
ｄｌ
）

◆
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
ｌ
ｃ
）

Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ

ｃ
と
は
、　
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
ｌ

ｃ
に
ど
の

く
ら
い
の
糖
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か

（％
）
を
み
て
い

ま
す
。
過
去
１
、
２
ヶ
月
間
の
平
均
的
な
血
液
中
の
糖
の

量
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
糖

の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
な
り
ま
す
。

（正

常
値
５
。４
％
以
下
）

◆
な
ぜ
高
血
糖
に
な
る
の
？

高
血
糖
と
は
、
血
液
中
の
糖
の
量
が
多
い
状
態
、
糖

が
余

っ
た
状
態
で
す
。
ど
う
し
て
血
液
中
に
余
る
の
で

●

引lι″
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